



































































































































(6) a.太 郎 が 亀 をつかまえた
b.亀が太郎に つかまえられた
c.亀が太郎につかまった
まず、第一には形態的な問題である。 (6)の例で自動詞文 (6c) は受動文 (6b) と同様
に、対応する他動詞文 (6a) と述語の形態の一部を共有している。第二には統語的な問
























































と適合すると考えられるからである。 (9b) と (9c)に見るように、可能文では主格の名
詞句が基本文 (9a) と同じ場合と異なる場合の両方がある。従って、可能はこの点でヴ
ォイスのプロトタイプから逸脱していることになる。









































（受動・使役・自他） 相互 可能 希望 テアルテモラウ他・形
(7a)形態
゜ ゜゜゜゜゜゜(7b)統語 ゜














































的ヴォイスの条件を満たしていない。第一に、統語 (7b) の条件に関して、 (13c) に見
るように主格の交替は義務的ではない。第二に意味役割 (7d) の条件に関し、 (13a) に





次に(14)の希望態を検討しよう。希望態は (7b)、（7c)及び (7e) の条件に抵触する。









する。 (16a) における「三郎」は受取人の意味役割を担うが、 (16b) の「三郎」は受益
者である。
最後に他動詞と形容動詞の対応について観察する。この類型は、 (7b) の統語的条件、























os-are-r war-e-ru kasan-ar-u 































(19) 相対自動詞 （連続性） 受動態





b.次 郎 が 針 金 を 曲 げ た
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